
イスラエル＝ハマスの停戦協議決裂で反発
NY原油先物相場は、1バレル=71.41ドルまで下落した後、76ドル台後半まで切り返す展開になった。

引き続き中東情勢のリスク評価が中心の地合になっているが、イスラエルとハマスの停戦合意への期待

感が剥落したことが、改めて原油相場を押し上げている。中東情勢の先行き不透明感から期近限月主導

の上昇になった。

イスラエルとハマスの間では、カタールの仲介で停戦協議が行われていた。イスラエルと米国、エジプ

ト、カタールが停戦案を取りまとめ、それに対してハマスも三段階の停戦案を6日に回答していた。し

かし、イスラエルのネタニエフ首相は7日にハマスの停戦案を拒否し、「完全かつ最終的な勝利以外に

解決策はない」と、今後もハマスに対する攻撃を続ける方針を確認している。停戦合意の可能性が浮上

すると原油相場は高値79.29ドルから急反落していたが、当面の停戦合意は困難との見方が改めて原油

相場を押し上げている。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（2月2日時点）は、原油が前週比552万バレル増、ガソ

リンが315万バレル減、石油精製品が322万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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（出所）Refinitivよりマーケットエッジ作成
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地政学リスクの織り込み再開、中東情勢に一喜一憂する展開
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【展望】

中東の地政学リスクが再燃する中、上振れリスクが高まる。

原油需給よりも地政学リスクが重視されている以上、中東情

勢に関する日々のヘッドラインに一喜一憂する展開になる。

イスラエルとハマスの停戦協議が決裂し、イスラエルがガザ

地区への攻撃を改めて強化する展開が維持されると、原油相

場も期近限月主導で強含みの展開になる。直近高値79.29ド

ル、80ドルの節目まで視界に入る状況にある。

ただし、原油供給障害や需給ひっ迫が発生している訳ではな

く、80ドル水準だと過熱感が強い。現時点では、イエメン武

装組織フーシ派の活動によって紅海周辺の原油流通に混乱が

生じている。一方で、それが各国で原油需給のひっ迫化、供

給不足を引き起こしている訳ではない。専ら地政学リスクの

織り込みで上昇しているため、改めて緊張緩和を意識させる

ような動きがみられると、利食い売りで70ドル台前半まで反

落する可能性を抱えた不安定な地合が続こう。

2月13日に石油輸出国機構（OPEC）、15日に国際エネル

ギー機関（IEA）が月報を発表する。需要見通しに大きな修

正が行われると、売買が活発化する可能性があるため、イベ

ントリスクとして注意が必要。また、前週は米石油製品在庫

の減少を手掛りとした買い圧力がみられたため、14日発表の

統計で石油製品在庫が更に取り崩されると、買いが膨らむ可

能性がある。

一方、13日には1月米消費者物価指数が発表される。ここで

インフレ率の低下傾向が確認されると、改めて米金利低下・

ドル安圧力がドル建て原油相場を押し上げる可能性がある。

逆に想定外に強い数値が出てくると、米金利上昇・ドル高が

利食い売りを誘う可能性が高まる。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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1976年千葉県生まれ。筑波大学社会学類卒。商品先物会社の営業本部、ニュー
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